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伊万原

代 表

訟を支援する会

米 三 四郎 、

伊方原発設置許可取消行政訴訟

裁判斗争支援のための特別カンパの訴え

全国各地で反原発斗争を斗つておられる皆さん

わが国の原発推進勢力は、依然として、「国策」としての重要性を訴えて大がかりな原発宣伝をくり

ひろ:九 一方では、さまざまなあくどい手日の札束作戦を滲透させようと努力を続けていますもしかし、

一たん崩れた「原子力神話」を元通りにすることは不可能であり、都会も含めて各地での反原発の斗い

|ま ますます広範に、力強いものとなってきています。

伊方でも、建設中の 1号炉への「火入れ」を目前にひかえて、粘り強い斗いが続いています。すでに

核燃料は9月中に搬入されてしまいましたが、東海 。東京・山口など各地の支援の斗いに呼応して(搬

入のたびごとに、三度にわたって阻止の斗いが組まれました。そして、 もう大した抵抗もできないだろ

うと高を括っていた四国電力や行政に大きな衝撃を与えました。

さらに、さる10月 14日 の未明、炉心への燃料装荷中に、燃料集合体に組み込まれていた制御棒を

へし曲げるという、前代未間のお粗末な事故が発生しました。この事故は、「火入れ」を目前にして、

はじゃぎ気味だった四国電力や行政、 さらにはその同調者たちに大きな衝撃を与え、その狼狽ぶりは隠
すべくもありません。「思いもかけなかった事故」の波紋は、伊方原発を既成事実として受け入れよう

としていた、周辺地域の多くの人たちの間に、四国電力への不信と原発の不安となって広がっています。

こうした地元の情況のなかで、松山地裁での伊方原発行政訴訟の裁判も山場を迎えています。提訴以

来すでに三年有余、昨年 11月から証人調べに入り、ことしの 5月からは、毎月2日連続で審理すると

いう、わが国の裁判ではあまり例を見ない速さで進んでいます。それも、来年春の営業運転開始としヽう

タイムリミットを考慮して、原告側が、いやがる国側に認めさせた結果です。

証人調べの進行とともに、伊方の安全審査の実態が明らかとなり、そのずさ
～
さは予想以上のひどさ

であることも判明してきています。全くルーズな安全審査会の運営ぶり、そして、審査資料としては四

国電力から提出した資料だけしかなくξ さらに、審査のための諸基準も、きわめてあいまいで客観性を
欠いたものであること、などが明らかになっています。そうしたずさんきの中では、先行炉で日常的に
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続発している事故もろくに検討されず、 また、想定される人事故の災害評価も、全く恣意的なものであ
る、ということなども当然といえるでしょう。つぎつぎと法廷に登場する、安全審査に関わった国側証

人が、原告側の追及を受けて、黙り込んでしまうという場面もしばしばです。各地から傍聴に参加され

た人たちが異□同音にいわれることlム  「こうまでひどいとは思わなかった」ということです。

法廷での審理のこうした進展につれて、国側の態度は変化してきています。はじめは、「科学論争」

も辞さずという嵐そしたが、
:込
中から「科学論争は裁判になじまない」と逃げの姿勢となり、「そもそ

もこうした裁判そのものがまちがっている」と主張しだしました。 しかし今更、それもかなわぬと見
たのか、科学に強そうな弁護士を代理人に選ぶなど、陣容強化につとめていますが、安全審査のずさん

さを法廷戦術でカバーすることなど、もともと無理な相談というものです。

原告、弁護団、それに私たち支援者は、法廷での斗いには、ますます自信を深めていますし、燃料装

荷時のつまづきは、客観情勢も有利にしています。しかし、それらを勝訴に導くためには、いくつもの

壁があると思っています。その一つは、「この裁判で万一負ければ大変なことになる」と思うているで

あろう国側力ヽ さまざまな形で裁判に圧力をかけることでしょう。これに打ちかつ唯下の7itは、私たち

や全国各地の皆さん力ヽ 法廷で何が起こっているかを、できるだけ多くの人たちに訴え、裁判を衆人監

視の中,こ置くことだと思っています。

もう一つの大きい壁はお金です。これまでも裁判の費用は、献身的な弁護団の協力と、全国各地の皆

様方からの、会費、二■―ス購読料、そしてカンパで支えられてきています。しかし、証人調への急速

な準展につれて経費もなさみぃ現在、 50万円以上の赤字をかかえています。一応、来年の 6月 までを

目途にして、こんごとも毎月、公判が予定されていますし、膨大な証拠の点検や、最終準備書面の作成

などのために、これまで以上の費用力勁 かヽると予想されます。             :

これまでにも、皆様方に何かとご無理をお願いしてきましたが、裁判も重要な最終局面にさしかかり

ました現在、ふたたび皆様方のご協力を期待して、年末に力Jナ ての特別カンパをお願いすることに致し

ました。特別カンパの目標額としましては、最終準備書面が膨大なものとなり、その作成費がほぼ 100

万円ほどかかると予想されますので、その分だけでもご支援いただければと思っています。最近の、す

さまじいばかりの公共料金などの値上げや、ポーナス減額の中で、皆様方の斗いや各方面への出費もか

さむと予想されます折から、まことに心苦しいのです力ヽ ご協力をお願い致す次第です。

伊方の裁判力ヽ 全国各地の反原発斗争に与える影響の大きさを考え、私たち「支援する会」も、その

責任の重さを痛感しています。そして、あと残された数ケ月を、原告、弁護団と一体となり、金力をあ

げて斗いぬくことを決意しています。            ,■      ■

皆様方の斗いの発展と、伊方への物心両面のこ支援を心から期待しています。

送 金 先

伊方原発訴訟を支援する会(電告二畢覇嘉〃腎鳥:[躍鰐理,Ъ閂 鬼わ
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「反原発国際会議」に代表を送る会

連絡先 :高槻市日吉台 4-18-56  久米三四郎方
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各国の反 原発

― 市
川 代 表 に

一 錫 りな い。ご苦労様でした。

「全国各地の皆さんのご支援を受けて出かけ

ましたが、目的は十分達成できたと思いま」

― 国際会議には結局何人参加したのですか

「 42人で、オブザーパーを入れ約50名」

――ノlヽ じんまりした会議だったのですね。

「会場もホテル内の備素な会議室てした。」

― ほとんどの国から参加したのですか。

「原発を推進している国 か々らは、たいてい

来ていました。ただ、フランス、ベルギー、

英国、プラジルなどの諸国からは、それぞれ

の国内の運動で手=杯だったり、参加費が不

足したりで、参加はありませんでした。」

。一―会議全体を通じての印象は

「 どの国の運動も驚くほど似ていることで九

また、各国の運動がとりあげている共通した

問題点は、プルトニウムの蓄積がもたらす核

拡散と、その安全管理の困難さ、そして` 死

の灰″のあと始末の問題でした。」

― 原発そのものの安全性については

「 もちろん大いに論議 されました。 しかし、

たとえ技術的にそれが克服された としても、

ささにあげた諸問題は、 どうしようもないと

いうことです。それから、現在いわれている

運動は ます ます力強 く

聞 く ,国 際 交 流 の 成 果一

し

エネルギー必要論は、そ もそも、原子力産業

によって作 り出された ものだということと、

原子力に代 るエネルギー源の可能性 と力、 強

調されていました。」

一一平常運転時の放射線被ぼくについては、

問題にならなかったのですか。

「やはり、わが国にくらべて 核`アレルギー
″

が弱いためか、その面の反対が弱いように感

じました。 もっとも会議では、個々の現地の

運動の報告より、国家的な見地からの発言が

多かったこともあるでしょうが。」

一―市り||さんの報告に対する反応はいかがで

したか。

「 参加者が、日本の現状を改めて知ったとい

うことでしょう。たとえば、 フランスでは、

日本の原発開発はスムーズに模範的に進んで

いると宣伝されているそ うです。 と〈に、利

用率の低さに関心が集 っていました。それに

くらべて、「むつ」のことは、皆がよく知っ

ていました。テレビで毎日のように詳細に報

道されていたそうです。」

一一ムラサキツユクサの結果については

「 ずいぶんと反応がありました。各国の運動

で、平常時被ば〈が疎かにされていることヘ
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「 ジ
ルミ鍵獄博壬は終始控え自で、ホスト役

に徹していたよ:う ですoスエすデンの原発モ
｀

ラトリアムを推進したビルギッタ女史 (前回

のニュースではで■ィrf事実まな?lrl‐ l

す)の報告は、自信に充ちた堂 た々るもので

した。ノーベル賞あチ労デ人ン像士は、核拡
散め危険に重点を置き、全世界の核兵器の、

何十倍 ものブルト三ゥムが原発でつ〈られて

いると警告してい稜した。また、米国のロー

ゼンパウム氏は、原発に対 しては中立の立場

だがと断りつうもヽ 核ジキッンが防げるかと

いう研究に参加した経験からヾ その完全防止

ば不可能をということを強調してい畿した。」

・ニニネ‐ダ■ズは来なからたのですか。|

Fプスム
.ヅモン毅 と:の公開討論会と日程的

に重をつてヽ だめになら:たそうです3」 ||

一―会議としてヽ 宣言のよつなものを採択し

たのでヽ ヽどヽ |  ●=1‐ ■‐   :

「 いいえ、そういったものは一切出 しません

でした。せず参加者同士が、お互いに知り合

うことに徹したどいえるでしょう。もっとも、

記者会見は実
‐にひんばんに行われこそういう

形での世論への1ア ピールは、かなり派手にさ

れていました6」     :
二 国際的な反原発運動の組織化については

話は出なかっ・たのですか。

「議論はされましたが、参加者の大部分は、

組織化に反対でした。各国の経験や情報を交

流し合いヽ各国、1各 グループで独自に運動を

進めることの必要性が強調され生した6」

国際会議のこん ごについては    I

欣回∝夢は、率イ
1正甲奪重まは1

りました。スイスで、いま、
`頂
原発運動が盛

り上っていることが考慮されました。」 |

・夏itI撃〕s暑:事「1冒:;賃:こ罰i
体について感 じられたこ:とは  rl  :

隙発皮対運動力:、
1想

像しそ澳たょりすらと

.甕ルい影なとP`℃ |:と ,1'こ とです。と〈｀
に実力斗事、ちヽ ち、壕亀■定地にテントを

損デt長嬌た夫募が嚢泊りするという戦術が

普遍化しつつあるとどです。'これはャ獣 に

は、他人の土地であってもヽ 実際に使われて

いない所には入りこんでもいい:という考えが

あるからだと思いますが、ちょっど日:本では

考えられない斗い方で九 」  'I
一―ささほど出ましたるイメの運動について

陳 発からの飩用済燃料0再処理施設を2か脈

国内で建設することになっ::て、猛烈な反対が

越こったようです。は:じめは、フランスあた

りに頼むつもりだっiた ようですも現在、カリ、

ホルニアの運動どよiく 似たt原発規制の市民

立法化の運動が進められていまする規制案の

内容 もよく似た
。
ものです。すでに■0万人の

署名を集め、=夕とは、国民投票にかけるだけ

となっています6ただ、1ス イスでは、投票は

'2年以内にやればいいというitと に:な ってい

ますので、日下、政府が引きのばしを画策し

ているようでする■J :三       ・

一 つぎに
フランスの模様を話して下

:さい。

「―I驚いたのは、∵原発推進のためつカラー

スライ ドを、政府力ヽ =′
lヽ学校から高校

。
までの

教師に支給 している
.こ
とでした。17ラ ンスで

は電力は国営 になっています0で、それ:ごそ

国策として押
1し進めているのです。 もっとも、

V

一
）
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それほど力を入れねばならないとい うことは、

反対運動に危機感を持 っていることを示 して

いるのでしょうがo」

―一特長的な反対運動は

「やはり、危険性の高い高速増殖炉の、はじ

めての実用炉「ニューフェニックス」の建設

に反対する運動がもっとも激しく、フライス、

スイス、イタリア、 ドイツの運動が協力して、

3万人のテント斗争を続けています。しか臥

政府も攻撃的で、パリから100bほ どの所

に、 140万 kWの原発 4基の建設を計画し、

これが成功すれば、パリOiEく でもやれたと

いうことで、全面化に乗り出そうとしていま

すこそれから、:4000人の科学者の反原発

署名運動を推進 した、科学者の組織が、パリ

の学士院の中に本部を置いて、活激に活動し

ていました。」         1.

一― ビールという所での運動で有名な、西 ド

イツではどうですか。  1

「全般的な情勢は反原発運動にとつてきびし

いようです。と〈に、建設計可権を持ってい

る各州の自治体が、過疎からの脱出をあてこ

んで、政府より積極的に原発を誘置 している

ことが特長的でした。もっとも、ビールのよ

うに、フランス、スイ,ス との国境に近い1と こ

ろでは、国境を越えた住民の反対運動が、テ

ント斗争などで激 しく展開され、政府も手を

焼いているようです。ビールでは、また11

月から、'公聴会などを通して、彼我の対決が

行われるとのことでした。」

一一,つぎに英国の運動はどうでしたか。

「 日本の使用済燃料の再処理を引き受け よう

との政府の方針に対 して、猛烈な反対が起 こ

っています。エネルギニ大臣が、 ″ウインズ

タールにある再処理施設の安 :全性が確認され

るまで、日本との交渉に入らない″と約束し

ておきながら、この 4月から交渉に入ったこ

とに対して、
｀
地球の友

“

などを中心とした

t反対派が抗議運動を続けています。4月 には、

ウイィズケーノンに向けて英国各地から大ぜい

の人 が々集 り、下大デモンストレーションを

ゃり、エネルギー大臣を呼び出して、公約違

反を追及するという運動をやっています。現

在、議会でも、日本との交渉の是非について

討議されているとのことでしたbも っとも、

この反対には、
｀黄色いジャップの汚れ物を

なぜ処理するつか
〃とぃつた差別的な屎感も

含まれているようですが。J

一―フィンランドの公聴会はiど うでした

「原発反対運動の諸団体が主催した市民公聴

会でした。ぃフィンフィディア
ハ
7ス というり

っばな建物て行われ、私たち参加者の国 ρ々

国農が歓迎のたれに立てられてぃて面くらぃ

ました9市民公聴合です´ヽ 欧府関係者も出

席して聞.さ入ると:い った贖 てした。7ィ ン

ランドでは、米ソに対する政治的配慮から力ヽ

米ィ連合の原発、た.こネ嗜 辱子偏はノ連共

蒸気発生器は、あ:っ悪各高い米国ρウエ不チ

ング′〕クス社製といった具合です。また、原

発が、少数民族のスェー石ン不年民の居住地

域に集中するという、差別の問題も出ていま

した。

― 雖 は 国での模様を   ,_

「米国では短い期間でしたが、予定していた

いろいろの人たちと会うことができました。

タンプリィ博士は、米国政府に対し、現行の

雄射線許容量を%にし、プルト|ウム(ホッ
トパーティクル)につぃては千分の1`引 き

下げるよう請贋していたが、最近、却下され

たとのことでした。しかし、却下の理由が全

し

-3-



くなっていないと意気軒こうでした。また、

例の映画
｀サム・ ラブジョーイの核戦争 ″に

出てくる 戦`場
″にも行 ってきました。ラブ

ジョーイさんと一 しょに行 きましたが源 発敷

地内の倒された観測塔は、まだ一部が残され

ていました力、 新しい塔が建てられ、そのま

わりには電子監視装置がつけられていました。

原発はその後 も建設されてからず、モンタギ

ュー村では、賛否がほぼ同数になるまで、反

対が高まってきているとのことでした。」

― カリホル
ニアの運動については

殿 票の結果は、運動側の予想とほぼ一致し

ていました。原発規帝りの市民立法に賛成した

人は、最終的には 34.7%、 約 200万人に

達しました。結果が判明した後のテレビ会見

ても、勝ったはずの推進側の方が、かえっ■

さえない顔つきだったのが印象的です。投票

前のサンフランシスコでは、市民立法賛否両

派の、ステッカーやポスターが、街を走るク

ルマや電車にまで貼られていました。都市部

のサンフランシスコでは立法賛成派が勝って

いました。推進側は投票直前には、「知事が

出した規制案で十分だ。市民立法が成立する

と失業者が増える」ということに宣伝の重点

を置いていました。

投票結果については、原発反対派の人たち

は、「すぐに他の州での投票や、2年後の中

間選挙の時に予定されている、カリホルニア

でむ再度の投票の準備にとりかかる」と張り

切っていました。もっとも、ゴフマン教授は

「 これからは、安全性とともに経済面につい

ても宣伝を強化しないと」と、かなり深刻に

受けとめていました。

ネー ダー氏 とは、開票速報をテレビで見な

がら、いろいろ話 し合い ました。彼は「 市民

立法が3割以上の賛成を得たら、推進派 もそ

う容易には動けない。こんどの知事提案 も、

市民運動のつきあげの結果で、内容もかなり

評価できる。こんどの投票結果で悲観するど

ころか、必らず勝てると思っている」と、前

回の渡米の際会うた時より、一そう自信に充

ちて話していたのが印象的でした。」

――最後にまとめの感想を

「 どこの国でも、反原発運動は同じような苦

しみを味わいつつ、孤立した斗いから、その

戦線を拡大しています。そして逆に、原発推

進派の計画はベタ遅れとなっています。各国

では、国全体の政策問題として議論されてい

ますが、その点では、日本は遅れています6

今回の会議や交流を通 じて、お互いの事情を

知り合ったということは、こんごの世界の反

原発運動の中で、血となり肉となって役立つ

ことだろうと思うています。」

一―どうも長い間、ありがとうございました
―●

市川さんは帰国後 も多忙な日 を々送ってお

られますが、各地の皆さん方への報告にはヽ
できるだけ時間をさきたいと云ってかられま
すので、希望される方は、市川さん直接か、
世話人までご連絡下 さい。

会計報告 (7月 1

%カ カンパ

支出~~市
川代表派遣費

(粋箋琴唇泊費
印 刷 費
郵 送 料
為替手数料

0日 現 在 )

1433995

1112315

:ξ ,:::)
30000
14930
1090

差弓残 金
言+     1158335

275660
なか、第 1回ニュース発行後、下記の方丼
ら支援のカンパが寄せられました。
甫本良吉 Gk野 )、 田辺栄作 (新潟)、
社会党新潟県議団。
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ち

．一
ゲ
ン
パ
ツ
ポ
居
す
わ
り
を
目
ざ
す
の
は
、
こ

一一
「
神
神
ツ・と 区中
一
¨
一
¨
軒
軸
力
、
で し
一
難
〕
『
『

ｔ
、
出
力
■
メ
万
六
千
”Ｌ
、
昭
和
五
二
年
四

月
か
ら
営
業
運
転
欄
熟
予
定
で
、
２
号
炉
つ
設

置
●
計
画
き
れ
て
」
る
。　
　
　
　
，

ダ
ン
バ
ン
反
対
運
動
の
震
源
地

”
九
町
で
は

一
「
原
発
反
対

，
原
発
粉
砕
」

「
皆
で
守
ろ
う
こ

の
郷
土
Ｌ
と
い
っ
た
看
板
が
パ
ラ
バ
ラ
と
目
に

つ
く
“
　
　
一
一

「
原
発
の
道
」
を
隠
し
て

国
道
に
爾
し
た
古
い
一
軒
の
格
子
声

に
、

一伊
方
原
子
力
発
電
所
設
置
絶
対
反
対
」
と
大

誇
狩
趾
錦「はりぃれ
‐一だ
鰤

．之
〓
ん
の
家
，
一
・奥
‐の
八
量
間
で
、
二

‐０
人
抵

・ど
，
■
，
て
、
び
，
く
，
す
る
ほ
て
熱
し
た
ゃ

■
ｔ
り
が
か
わ
さ
れ
て
い
た
”
　
　
　
・

）
．

集

「
い
い
で
す
か
、
あ
ん
た
が
た
。
こ
の
村
が
で

き
て
五
五
〇
年
こ
の
か
た
、
山
の
中
腹
に
道
路

を
つ
け
る
こ
と
が

一
番
の
願
望

じ

ゃ

っ
た
。

そ
れ
が
肝
号
の
新
設
だ
ち
ゅ
う

て
、
こ

の
九

町
地
区
に
は
頂
上
線
を
通
そ
う

と
な
き

る
。

隣
の
伊
方
ま
で
は
人
家
近
く
を
通
す
こ
と
に
し

て
じ
ゃ
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
ゲ
ン
パ
ツ
の
物
資
輸

送
道
路
に
は
な
っ
て
も
、
わ
し
ら
の
生
活
道
路

に
は
な
ら
ん
。
新
し
い
道
路
に
は
ヽ
ゲ
ン
パ
ツ

用
の
送
水
管
ま
で
埋
め
こ
ま
れ
る
そ
う
じ
や
。

グ
ン
パ
ツ
が
き
て
わ
ｔ
ら
が
お
れ
ん
よ
う
に
な

る
計
画
に
、
ど
う
し
て
協
力
で
き
る
し
ゃ
ろ
う

か
」

・

つ
か
み
か
か
ら
ん
ば
か
り
の
勢
い
だ
。
顔
ぶ

れ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
し
わ
深
い
お
年
寄
り
連
中

は「』貯省「”』娠”鮭計凛神島〓｝絆枷

所
の
‐板
東
■
和
所
長
ら
二
人
の
お
殺
人
一
　
一

も
と
も
と
は
、
こ
の
ャ
ヶ
と
，
、
昨
年
一
〇

月
か
ら
再
々
、
新
国
道
の
測
量
を
名
■
に
「無

新
で
」
＝
ｔ
ｉ
●
こ
ま
れ
、
農
民
が
樹
木
〓
‥‥‐作

物
を
い
た
め
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し

て

い

一る
、
た
だ
で
さ
た
、
グ
ン
バ
ン
に
は
神
経
過
敏

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
す
か
ず
か
ど
測
量

が
路
み
こ
ん
で
き
た
の
だ
か
ら
、
地
元
民
が
カ

リ
カ
リ
く
る
の
も
無
理
は
な
い
。　
　
・

お
役
人
側
は

「
区
長
〓
ん
囃
ｔ
Ｏ
「
各
種
目

体
の
長
に
お
願
い
し
て
い
た
こ
と
で
、
決
し
て

無
新
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
弁
明
に
つ
ｔ
“

る
が
、
こ
の
「
各
種
団
体
の
長
」
が
、
あ
げ
√

ゲ
ン
パ
ツ
誘
致
に
回
っ
て
い
る
と
あ
っ
て
、
こ

の
場
の
人
た
ち
に
は
一
向
に
適
用
し
な
い
一
お

ま
け
に
、
あ
く
ま
で
測
量
を
拒
む
場
合
に
は
ヽ

土
地
収
用
法
を
タ
テ
に
機
動
隊
の
力
ま
で
構
つ

て
強
行
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
、
人
々
の
怒
り１

は
つ
の
る
ば
か
り
。

「私
ど
も
は
国
の
公
共
事
業
と
し
て
、
子
に
係

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
本
上
な
み
の
生
活
に
近

づ
い
て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
、
送
木
竹
た
ど

埋
め
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
ｔ
い
う
建
設

省
側
の
説
明
に
も
簡
単
に
は
引
下
が
ら
な
い
ゃ

モ
ヽ
か
く
，

「
″
中
央
線
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さ
れ
、
だ
ｔ
ぬ
け
に
「
土
地
売
買
契
約
書
」
を

見
せ
ら
れ
て
そ
の
場
で
捺
印
を
求
め
ら
れ
た
。

・当
時
繊
ま
だ
、
放
射
能
の
恐
怖
も
お
ぼ
み
げ
だ

―っ
た
地
上
た
ち
は
、
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま
れ
た
よ

う
に
判
を
押
し
て
し
ま
っ
た
、
せ
い
う
。
そ
の

一場
で
ウ
ン
ｔ
い
わ
な
か
つ
た
も
の
も
ヽ
町
■
場

０
殺
人
●
町、計
町
せ
つ
つ
か
れ
て
、
ニ
ガ
丼
ｒ

ｔ
量
，
一
０
人
が
判
を
押
し
て
し
ま
つ　
ヽ
た
。

と
こ
ろ
が
奇
妙
な
こ
と
に
い
こ
の
契
約
書
に

は
原
子
力
み
グ
の
字
ウ
見
当
ら
ず
、
四
国
電
力

と
町
が
ポ
ト
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
し
て
、　
一‥発

電
所
散
絶
と
し

´
て
蓬
竜
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ

と
を
停
止
条
件
と
す
る
」
と
あ

っ
た
。
つ
ま

り
、
予
定
敷
地
を
調
査
し
て
だ
め
な
ら
四
電
側

は

一
方
的
に
ご
破
算
に
で
き
る
と
い
う
契
約
内

容
だ
っ
た
の
だ
。

一
一
０

月

に
は

、
九
町

の
地

主

を
中

心

‘

「
反

い
。
だ
か
ら
入
降
三
千
み
ま

の
九
町
地
区
に
、
賛
成
派
と
反
対
派
の
目
に
見

え
ぬ

″
線
引
き
‘
が
進
み
、
籍
兄
弟
が
一い
が
み

合
う
と
い
う
光
景
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
〓
“

「
ゲ
ン
パ
ツ
エ
事
が
進
ん
で
、
こ
こ
の
住
民
の

人
心
壮
建
方
も
な
ぐ
荒
廃
し
て
し
ま
つ
た
。
こ

れ
は
、
放
射
能，
と
同
等
の
被
害
ｔ
ゃ
」
と
川
口

老
人
は
な
げ
て
の
，
お
ぉ
。
・　
　
　
・

・

１

・

「
ほ
ん
の
一
部
で
す
ら
い
」

「
サ
ギ
手
段
」
の
第
二
は
漁
業
権
放
葉
に
関
し

て
で
あ
る
。
元
来
、
九
町
に
本
英
地
を
置
く
町

見
漁
協
は
宇
和
海
と
伊
子
灘
画
面
に
漁
場
を
持

っ
て
い
た
が
、
温
掛
水
の
危
機
に
直
接
さ
ら
さ

れ
る
伊
予
灘
側
は
数
の
う
ん
で
少
数
驚
で
あ
っ

た
。
四
六
年
一
〇
月
一
二
日
の
臨
時
総
会
で
電

力
会
社
の
プ
ｆ
一Ｆ
ャ
．ン
ま
で
導
入
ｔ
で
、
「原

発
誘
彗
可
決
」
を．〓
言
し
た
一
議
事
鉾
も、
な
い

決
議
を
め
ぐ
ち
で
、
反
対
派
漁
民
は
知
事
あ
で

に
取
消
し
を
請
求
し
た
が
、
自
石
知
事
は
こ
れ

を
却
け
た
。
こ
れ
を
土
台
に
同
年

一
二
月
二
六

日
の
漁
協
臨
時
総
会
は
六
億
五
千
万
円
の
補
償

金
と
引
替
え
に
漁
業
権
を
放
棄
し
た
一
は
じ
め

の
提
示
額
が
二
億
七
千
万
円
だ
か
ら
、
宇
和
海

側
の
漁
民
に
す
れ
ば
笑
い
が
と
ま
ら
な
い
値
段

だ
？
た
と
い
た
ょ
う
。　
・
　
　
　
一

当
時
の
漁
協
組
合
長
の
松
田
十
一三
松

さ

ん‐

は
、

「
危
険
だ
、
危
険
だ
、
い
い
ま
し
た
と
こ
・

ろ
が
、
偉
い
人
た
ち
事
具
合
ょ
う
や
つ
て
下
〓

う
ヽ
ｔ
゛
う
ラ
ク
な
気
書
で
お
ヶ
ま
す
。
本
当
一

・に
ぁ
ぶ
ｔ
一
も
の
じ
や
っ
た
ち
題
が
や
る
は
ず

が
な
か
ヶ
う
ヽ
思
う
ち
ｔ
，
■
し
■
．
世
０

中
、
結
月
は
こヽ
れ
の
欄
題
で
す
■
■
■
一
ち
て

一“・一一一一一一一．一一・一一脚一一一一

指
で
マ
ル
を
つ
く
つ
て
見
せ
た
。

し
か
し
、・伊
予
灘
に
画
し
た
人
び
と
の
怒
ヶ

と
不
安
は

，日
を
追
つ
て
増
す
ば
か
り
。
人
ま
つ

立
退
き
は
と
っ
く
に
終
り
、
ガ
ケ
を
切
つ
く
ず

し
て
九
町
越
の
埋
立
て
工
事
が
進
み
、
こ
の
三

月
に
は
，
号
原
子
炉
の
清
工
が
予
定
さ
れ
て
い

て
も
、
原
発
反
対
の
ホ
コ
が
お
さ
ま
る
気
配
は

な
い
。
町
見
漁
協
の
漁
業
経
売
渡
じ
と
前
後
し
て
、

伊
方
町
の
東
隣
、
保
内
町
磯
津
地
区
の‐
漁
民
か

ら
ゲ
ン
パ
ツ
反
対
の
ノ
ロ
シ
が
上
が
っ
た
。
宇

和
海
側
か
ら
三
、
四
百
肝
ほ
ど
の
―１１
の
装
な
い

く
つ
も
巻
い
て
伊
予
灘
側
に
出
る
と
南
側
よ
り

一
回
り
小
さ
い
部
落
が
ガ
ケ
下
の
入
江
に
し
が

み
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
が
磯
津
だ
。
半
島
の
伊

￥
灘
側
は

「
根
つ
け
漁
業
」
と
い
わ
れ
る
ナ
ザ

ニ
、
ア
ヮ
ピ
、
海
革
類
の
宝
庫
で
み
る
。
「
温
排

水
が
流
れ
出
ｔ
た
ら
、
わ
し
ら
も
サ
カ
チ
一も
も

ろ
に
や
ら
れ
る
」
と
い
う
受
け
ど
め
方
が
ヽ
半
．

島
全
域
に
ひ
ろ
が
る
の
に
、
さ
し
て
時
間
は
か

か
ら
な
か
っ
た
。

「伊
予
灘
の
海
に
生
命
を
か
け
て
原
子
の
人
を

阻
止
す
る
」
と
い
う
旗
印
の
下
一に
、
東

の
磯

津
、
町
見
漁
協
の
″少
数
派
″
、
そ
れ
に
半
島

の
西
の
は
ず
れ
に
近
い
三
埼
町
の
漁
民
ま
で
が

結
集
し
た
一　
　
　
　
　
　
　
　
．
　

¨

一
昨
年
四
月
に
住
つ
い
に
、
難
津
を
三
時
の
漁

民
を
中
心
を
し
た
伊
予
灘
漁
■
が
、
反
発
用
地
一

の
埋
立
て
海
域
に
は
″
ヨ
一
本
釣
り
の
入
漁
織

が
あ
る
、
と
し
て
埋
立
て
工
事
中
止
の
仮
姓
分

申
請
を
入
会
権
確
認
め
裁
判
を
起
し
た
。

■
軒
見
漁
協
が
，
の
水
域
に
漁
業
構
を
も
っ
て

‐ぃ
る
て
■
■
認
め
‘
び
、
伊
予
灘
て
面
す
る
漁

だ
「
●

:た

々

で

す

対
共
闘

が
誕
生
し
た

放
射
能
カニ

カ‐
ン

3s:

|二ま三二■`
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■
、
す
で
に
取
水
過
驚
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
こ
こ
は
、
天
水
が
な
ま
れ
ば
い
い
、
と
い
う

山
間
部
と
は
違
う
ん
で
す
よ
ｏ
い
つ
た
ん
塩
水

に
お
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、

一
〇
〇
年
や
二

・０
０
年
は
地
下
水
が
使
え
な
く
な
る
。
原
発
送

水
の
代
償
と
し
て
、
ダ
ム
も
つ
く

つ
て
や
ろ

う
、
小
学
校
や
中
央
公
民
館
を
つ
く
っ
て
や
ろ

う
、
■
お
み
や
げ
を
も
ら
っ
て
す
む
問
題
τ

ゃ

ろ
う
か
。グ
シ
パ
ツ
が
真
水
を
使
う
て
一
人
間
が

塩
水
に
苦
し
む
「
な
ん
て
バ
カ
な
こ
と
が
許
さ

れ
ま
す
か
」
町
議
の
か
た
わ
ち
牛
乳
屋
を
営
ん

で
運
動
を
引
っ
だ
っ
て
い
る
．矢
野
浜
吉
さ
ん

は
、
せ
つ
せ
つ
と
訴
え
る
。
　
　
・

だ
か
ら
、
保
内
町
で
の
水
を
守
る
運
動
は
文

字
通
り
、
ゲ
ン
パ
ツ
の
の
ど
元
を
押
え
っ
け
る

鸞
果
を
も
っ
て
い
る
０
と
矢
野
さ
ん
は
い
う
の

だ
。
矢
野
さ
ん
ら
は
現
在
、
送
水
賛
成
に
ま
わ

っ
て
い
る
こ
の
町
の
町
長
、
議
会
の
多
数
派
を

町
民
の
意
思
で
く
つ
が
え
す
た
め
に
、
じ
つ
く

つ
署
名
運
動
に
取
組
ん
で
い
る
。

町
議
会
で
の
矢
野
さ
ん
の
質
問
に
、
保
内
町

町
長
は

「
（
高
知
県

・
四
万
十
川
上
流
の
）
野

村
の
ダ
ム
か
ら
水
が
き
た
ら
、
こ
の
町

へ
切
替

え
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ゲ
ン
パ
ツ
に
水
を
や
っ

て
く
れ
」
と
答
え
た
そ
う
だ
”
し
か
し
、
つ
い

二
月
の
初

め
に
高
知
県
側
の
四
万
十
川
水
系
漁

民
は
、
愛
媛
県

へ
う
分
水
に
反
対
す
る
総
決
起

集
会
ま
で
開
い
て
お
り
、
こ
と
は
ス
ン
ナ
方
遊

み
そ
う
も
な
い
“

し
か
し
、
矢
野
さ
ん
も
記
め
る
よ
う
に
、
水

を
守
る
運
動
が
必
ず
し
も

一
気
に

「
ゲ
ン
パ
ツ

反
対
」
に
結
び
つ
か
な
い
面
も
あ
る
。
保
内
町

は
、
原
発
予
定
地
か
ら
ざ
っ
せ

一
六

・
■
も
東
に

寄

っ
て
お
り
ヽ
海
城
も
宇
和
海
で
あ
る
。
と
な

れ
ば
、
こ
の
運
動
体
の
な
か
に

「
水
は
や
ら
ん

が
ゲ
ン
パ
ツ
は
か
ま
わ
ん
」
と
い
う
人
た
ち
と

「
水
も
や
れ
ん
が
グ
ン
パ
ツ
も
い
か
ん
」
と
い

う
人
た
ち
が
ま
じ
る
の
も
、
自
然
か
も
し
れ
な

い
。
　
　
　
　
　
・

「
こ
れ
を
ど
ち
ら
か

一
方
に
，
と
め
た
ら
、
運

動
は
崩
れ
ま
す
な
」
と
大
野
さ
ん
は
あ
せ
る
様

子
も
な
く
、
原
子
力
発
電
所
の
泣
き
ど
こ
ろ
を

じ
わ
じ
わ
と
締
め
あ
げ
つ
つ
あ
る
の
だ
っ
た
。

さ
て
、
こ
う
し
た
土
地
、
海
、
水
と
、
そ
れ

ぞ
れ
出
発
点
は
ち
が
う
が
、

「，原
発
阻
止
」
の

志
を
同
じ
く
す
る
人
び
と
が
、
東
は
八
幡
浜
か

ら
西
は
佐
田
岬
半
島
の
西
端
ま
で
、
宇
和
海
側

か
ら
も
伊
予
灘
側
か
ら
も
合
流
し
て

「
伊
方
原

発
反
対
八
西
連
絡
協
議
会
」
と
い
う

一
大
連
合

戦
線
を
つ
く
つ
あ
げ
た
。
四
七
年
九
月
は
じ
め

の
こ
と
だ
。

「
八
」
は
八
幡
浜
、

「
西
」
は
西

宇
和
郡
か
ら
と
っ
た
。
会
長
は
、
「
反
対
共
聞
」

の
委
員
長
で
も
あ
る
川
目
さ
ん
で
あ
る
一

八
西
連
絡
協
は
、
さ
っ
そ
く
代
表
団

一
五
人

を
上
京
さ
せ
、
通
産
省
、
科
学
技
術
庁
、
水
産

庁
な
ど
へ
「
原
発
絶
対
反
対
」
の
意
思
を
伝
え

た
。

一
一
月
に
は
安
全
審
査
会
の
内
田
秀
雄
会

長
と
会
い
、
以
下
の
こ
と
を
引
出
し
た
。
原
子

炉
の
運
転
に
は
不
可
欠
で
あ
る
用
水
の
確
保
に

つ
い
て
四
国
電
力
側
が
住
民
の
同
意
を
得
て
い

な
い
事
実
を
知
ら
ず
に
審
査
を
進
み
た
こ
と
、

温
排
水
の
影
響
に
つ
い
て
ヽ
審
査
会
と
し
て
の

調
査
は
ま
る
で
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
原

溌
建
設
用
地
の
土
地
契
約
は
全
部
ク
リ
．が
つ
い

て
い
る
、
と
い
う
四
電
撻
つ
報
告
を
夕
の
み
に

「

し
て
許
可
を
与
え
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

「
安
全
審
査
会
と
い
う
の
は
、
原
子
炉
そ
の
も

の
の
安
全
性
に
つ
い
て
だ
け
審
査
す
れ
ば

い

い
、
と
学
者
先
生
は
お
っ
し
，
っ
た
が
ヽ
そ
ん

な
こ
と
で
、
生
活
の
場
が
お
び
や
か
さ
れ
る
ヽ

の
が
納
得
の
い
く
も
の
じ
ゃ
ろ
ヶ
か
」
ｔ
こ
の

人
た
ち
は
、
い
き
さ
か
あ
き
れ
顔
で
い
う
。

そ
の
気
持
が
、
一
月
末
に
科
学
技
術
庁
を
通

し
て
田
中
首
相
に
出
さ
れ
た

「
昨
年

一
一
月
二

八
日
付
で
首
相
が
決
定
し
た
伊
方
発
電
所
の
原

子
炉
設
置
許
可
処
分
を
取
消
せ
」
と
い
ヶ
異
議

・申
立
書
に
溌
展
し
た
。
原
発
の
原
子
炉
設
置
許

可
に
対
し
て
、
住
民
が
行
政
不
服
審
査
法
、
に
も

と
づ
い
て
異
議
を
申
立
て
た
の
は
全
国
で
も
初

め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
ｏ　
　
　
　
　
　
　
〓

〓
一本
の
矢
が
一本
」
に
な
り
、
「
が
ゃ
ぃ

（返
る
、
転
向
す
る
）
も
の
は
か
や
っ
て
ゼ
イ

肉
を
と
っ
て
し
も
，
た
」
と
い
う
反
対
運
動
の

人
び
と
は
、

「
も
う
勝
つ
こ
と
し
か
頭
に
な
い

で
す
ら
い
」
と
ホ
ゾ
を
固
め
て
い
る
。

深
夜
に
お
よ
ぶ
集
会
が
続
い
て
も
、

「
旧
○

○
万
や
五
〇
〇
万
カ
ネ
も
ろ
う
て
も
、
く
ら
し
・

て
い
け
ょ
う
か
い
」
と
い
う
気
が
あ
る
か
ら
い

さ
し
て
苦
で
は
な
い
よ
う
だ
「

が
ん
ば
る
「
学
生
さ
ん
」

そ
れ
に
し
て
も
、
老
人
が
先
頭
に
立
つ
運
動

が
て
こ
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
に
つ
い
て
は
、
郷
上

意
識
の
ほ
か
に
も
う

一
つ
の
ェ
ネ
ル
ギ
ー
源
が

あ
る
。

「
‐
関
西
労
学
共
開
会
議
」
が
そ
れ
だ
。

礎
一一一
つ
‐‐人一
「洋
■
一
一
∵
と呼
ん
て
い
る
一

が
、　
―
九
町
地
区
の
掘
立
小
屋
に
往
み
つ
く
驚
も
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し
ま
ｔ
ょ
う
■
と
か
か
い
声

一　
て
意
た
自
称

「
ル
ィ
ヘ
ン
」
も
い
る
。
む
ろ

ん
ヽ
特
定
の
党
派
と
の
つ
な
が
，
も
な
い
。

伊
方
ｋ
つ
な
が
る
動
機
も
さ
ま
ざ
ま
だ
ｏ

「
こ
こ
の
人
た
ち
の
必
死
な
生
き
方
「
戦
い
方

・
に
感
動
し
た
」
と
い
，
ヽ
の
も
あ
れ
だ
、

「
た

ま
た
ま
ビ
タ
ニ
ッ
ク
に
来
で
居
つ
づ
け
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
例
も
あ
る
。
あ

る
も

の
は
、

「
大
学
闘
争
め
観
念
主
義
的
な
行
き
方
や
学
問

い
う
も
の
の
ア
ホ
ら
し
さ
に
あ
い
そ
が

つ
ぎ

た
」
と
い
い
、
ま
た
別
の
も
の
は
、

「
大
学
や

社
会
で
八
方
ふ
さ
が
り
を
感
じ
た
い
う
こ
と
も

あ
る
な
ぁ
」
と
い
う
の
だ
。

は
一じ
め
は
、
土
地
の
人
た
ち
も
半
信
半
疑
だ

っ
た
「　
″
か
っ
こ
い
い
闘
い
″
を
め
ざ
す
行
き

が
け
の
駄
賃
で
は
す
ま
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し

か
し

「
革
新
」
を
標
榜
す
る
政
党
も
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
ほ
ど
日
常
の
こ
ま
ご
ま
し
た
領
域
ま
で

は
、
手
を
貸
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
　

一

「
現
斗
」
独
自
の
き
わ
だ
っ
た
行
動

と
し

て

は
、
昨
年

一
一
月
二
四
日
午
前
七
時
か
ら
、
町

役
場
前
で

一
〇
〇
時
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ

た
グ
ン
パ
ツ
抗
議
の
断
食
が
あ
る
。
い
つ
■
彼

ら
に
カ
ン
パ
の
野
菜
や
タ
バ
ヨ
な
ど
と
ど
け
る

・地
元
民
は
こ
の
時
■
食‐
べ
も
の
は
お
ろ
か
、
ウ

イ
ス
キ
ー
ま
で
持
込
ん
だ
と
い
う
。

一
「
ゎ
し
ら
、
原
則

‥と
し
て
は
自
前
の
費
用
で
闘

争
を
続
け
る
。
差
入
れ
は
断
る
ヽ
と
い
う
方
針

な
ん
だ
が
ヽ
地
元
の
人
た
ち
の
好
意
は
断
ヶ
き

れ
ん
こ
と
が
多
い
ん
で
す
」
と
、
彼
ら
は
苦
笑

し
て
い
る
。

と^
こ
ろ
で
、
こ
の
若

―も
の
た
ち

に
と

っ
て

「
伊
方
」
ｔ
は
何
去
０
か
”
重
い
■
を
開
い
て

出
て
せ
た
答
え
は
１
１
、
〓　
´

一

・・
一
・一一
　

　

・

・

・・
　

・一

一
一

一
　

一・

一
　

一　

一

し

ト
ー
伊
方
の
問
題
は
伊
方
の
も
の
に
し
か
属

・
き
な
い
を
し
た
ら
、
ぼ
く
ら
は
何
も
や
ら
ん
で

し
■
う
。
い
ま
い
る
と
こ
ろ
が
ふ
る
さ
と
だ
、

と
思
わ
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
。
こ
こ
の
農

民
の
土
地
な
り
海
な
り
水
は
、
こ
こ
の
人
た
ち

だ
け
の
問
題
じ
ゃ
な
い
。　
　
　
　
　
・

住
民
運
動
は
そ
の
土
地
に
居
つ
い
た
も
の
し

か
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

１
１
ぼ
ぐ
ら
も
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
の
人
び

と
も
、

「
権
力
」
に
負
け
続
け
て
き
て
る
。
そ

の
た
め
に
伊
方
で
は
勝
た
な
ら
か
ん
。
新
全
総

（
新
全
国
総
合
開
発
計
画
）
や
日
本
列
島
改
造

で
す
っ
か
リ
ロ
ト
ラ
ー
を
か
け
ら
れ
て
か
ら
、

勢
力
を
た
て
な
お
し
た
り
、
ン
ト
ニ
ン
み
た
い

な
思
想
家
が
出
て
き
で
も
、
も
う

そ

の
と
き

は
、
ぼ
く
ら
の
行
き
場
の
な
い
国
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
る
い
う
こ
と
で
す
よ
。

「
あ
の
人
た
ち
は
噴
火
山
じ
ゃ
。
と
て
も
年
寄

り
連
中
だ
け
で
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
よ
う
せ

な
ん
だ
。
明
治
維
新
の
西
郷
吉
之
助
で
あ
り
坂

本
龍
馬
で
し
ょ
う
。
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
の

は
こ
う
い
う
人
た
ち
じ
ゃ
。
ご
家
老
が
ご

一
新

を
や
ん
な
す
っ
た
か
な
」

ゲ
ン
パ
ソ
反
対
の
住
民
は
、　
″
学
生
さ
ん
″

た
ち
が
い
な
く
と
も
自
分
ら
の
運
動
は
ト
コ
■

ン
進
め
る
、
　
，
と
い
い
き
る

一
方
で
、
彼
ら
に
対

す
る
好
意
を
か
く
そ
う
と
し
な
い
。

こ
こ
に
も
コ
戸
な
き
声
」

こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
運
動
の
起
点
と
な
，

た
伊
方
町
の
お
エ
ラ
方
の
考
え
方
は
、
あ
ま
り

に
も
へ
だ
た
り
が
あ
る
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
、
山
本
長
松
町
長
の
場
合
―
に
ヽ

「
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

‐に協
力
す
る
こ
と
で

地
域
の
開
発
・
整
備
に
国
や
県
が
パ
ッ
ク
ア
ン

プ
し
て
く
れ
る
と
す
れ
ば
、
結
局
は
地
元
の
利

益
に
な
る
は
ず
で
す
。
国
の
政
策
の
問
題
で
隣

近
所
が
ケ
ン
カ
し
合
う
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
じ
ャ

と
思
い
ま
す
な
。
わ
た
し
ら
、
基
本
的
に
は
物

を
い
わ
な
い
多
数
の
住
民
の
声
を
代

表

し

と

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
安
全
性

に

つ
い
て

も
、
不
利
な
も
の
を
除
去
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
よ
り
ほ
か
、
な
い
で
し
ょ
う
。
人
間
は
進
歩

に
向
っ
て
と
ま
れ
な
い
と
思
い
ま
す
よ
一

″
声
な
き
声
“
を
代
表
す
る
と
い
い
、
″進
歩
″

の
中
身
ま
で
は
問
わ
な
い
姿
勢
と
い
い
、
住
民

の
あ
ら
が
う
声
と
は
ま
る
で
か
み
合
っ
て
い
な

い
。ま
た
、
中
元
清
古
議
長
は
ト
ー
、

一
当
，
あ
っ
た
カ
ネ
を
得
た
も
の
へ
の
経
済
的

な
れ
た
み
や
、
こ
の
地
域
特
有
の
政
治
派
閥
的

な
反
発
が
、
い
ま
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
と
る
と

思
い
ま
す
な
。　
一
種
の
宗
教
を
信
じ
る
よ
う
な

精
神
の
安
定
を
久
い
た
反
対
で
は
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
よ
」

一
原
始
か
ら
原
子
へ
」
、

「
南
予
開
発
め

エ
ト

ス
」
、
は
て
は

「
希
望
の
光
」
と
ま
で
企

業

が

売
込
む
伊
方
ゲ
ン
パ
ツ
。
か
つ
て
同
じ
ｉ
一嗜
県

の
北
字
和
郡
津
島
町
と
徳
島
県
海
部
郡
海
南
町

で
地
元
の
反
対
に
会

っ
た
ゲ
ン
パ
ソ
。
こ
の
伊

方
が
三
度
目
の
正
直
と
な
る
か
ど
う
か
。
原
子

炉
に
人
が
は
い
る
前
に
、
反
対
の
動
き
が

一
足

先
に
点
火
さ
れ
、　
″稼
働
状
態
一
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
　
　
　
　
　
・

人
大
阪
編
集
部
　
千
本
健

一
郎
ｖ
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一科学技術庁安全審査管理官

本誌 伊方訴訟の結審が近い,と 聞きますが,原
発訴訟についてお話下さい。

堀内 昭和 48年 8月 に始められたこの訴訟はこ
れまでに 34回の裁判を終り,あ と数回で結審にな

ると思います。参考までに紹介しますと,伊方原子

力発電所は昭和 47年 5月 に許可申請がなされ,同

年 11月 に許可処分,48年 1月 に異議申立て,同年
5月 に棄却されて訴訟が起ごされたものです。

伊方訴訟についで, 2カ月後には東海第二原子力

発電所 (許可申請は昭和 46年 12月 ),さ らに昭和

50年 1月 には福島第二原子力発電所 (許可申請は昭

和 47年 8月 23日 )についても訴訟が起こされてい

ます。進行状態は,伊方がもっとも進んでいて,同

時期に始った東海はまだ 14回の公判しか開かれず,

書面交換の段階で証人調べに入っていません。福島

も同じですが,「原告適格問題」で,本案前の段階

に止っています。伊方の場合には,ほぼ証人調べが

終った今年の6月 頃に提起しました。

本誌 どういうことですか。
堀内 国側から申立てたわけですが,少し説明し
ますと, 行政訴訟法の規定には抗告, 当事者, 民

衆,機関訴訟など4つの形が規定されており,原発

訴訟は抗告訴訟ということになります。この場合に

堀内純夫 氏にきく二一

昭和 48年 8月 27日 に松山地方裁判所に

行政訴訟された伊方原子力発電所の設置許可

問題は,現在まで 34回の公判を終り,今年

10月 頃には結審とみられている.こ の間伊

方訴訟に相ついで東海第二原子力発電所,福

島第二原子力発電所 (1号機)で も原発訴訟

が起こされており,その中では伊方が最初の

判決となりそうだ.住民側原告から訴えられ

た国側代理人の 1人である安全審査管理官堀

内純夫氏にうかがった,

は,「原告の適格性」が必要とされ,「処分の取消し

を求めることによって法律上の利益を有する者に」

限られるわけです。原子炉許可は,‐般公衆に災害

を及ぼさないことを前提に,基準に基づいて行なっ
ています。被告の主張に対して裁判所は原告側がど

ういう不利益をこうむるのか具体的に示してくれ,

ということを求めたわけです。        ,
本誌 伊方は結審近くに,福島では最初から「原
告適格性」をもち出したという違いはどういうこと

ですか。

堀内 伊方の場合は初めての訴訟だったこともあ
り,積極的に原子炉の内容について,原告の疑間に

応えていこう, という姿勢が強かったといえるでし

ょう.          `
本誌 そうすると, 2回 日以降は「かんべんして
くれ」ということですか ?

堀内・:。…。というわけではないが,それぞれ訴訟
の状況も違っているし・̀・…。

本誌 「原告適格性」そのものが訴訟の内容にも

思えるのですが,も う少し具体的に聞きましょう。

争点にふれてください。

堀内‐ポイントをひろって紹介しますと,共通し

ていえるのは,第 1に放出放射能の問題ですね。平

間 もな く結 伊方原発訴訟
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常時に 0.5 rem,さ らに ALAPの 精神で 5 mrcm

以下に抑えても放射能影響に “しきい値"はなくri

線的効舞tがあり, どんなに低くても晩発性,遺伝性

影響はさけられない, ということです。ついで最大

仮想 =l手故に関して,ラ スムッセツ報告なども引用し

て,たとえ確率が低くても起こる可能Hiは 否定でき

ないから設置すべきでないという主張があります。

この他,手続き面の問題,安全審査や11:民 参加な

どですね:そのほか核燃料サイクル全体の安全性,

蒸気発4L器や燃料問‐題:ECCSの実証性などから立
地選定の当否まで原子力開発についてあらゆる問題

が主張されています。

本誌 もう少し具体的にみると……Ⅲ
堀内 第 1の原子の発電所の危険性にういては,
放射性物質を|つくり,完全な隔離はむずかしい, し

きい値はない。閉じ込めている機械設備に絶対的な

信頼はおけない,現に少量とはいえ放出している,

さらに万一の事故も考えられる, ということです。

第 2に手続き的違法性では,審査が形式的書面審査
で,実験などltやっていない,公聴会,資料公開な

ども絡め住民参加がない こ と,導入技術であるこ

と,審査期間がみ じか く,審査基準に具体性を欠

く,指針や基準が法律になっていない, ということ

があげられます。             ・

内容的違法性としては:個別の炉 では な く,
BWR,PWR全 体の問題として出されております
が,原子炉安全の欠如を主張しています,こ の中で

は,蒸気発生器細管漏洩,燃料のポ‐イング,応力

腐食割れ,ECCSの信頼性 (と ぐに実証していない

と指摘)そして温排水問題です。

最後に立地選定の誤りで,これは訴訟によって少

しずつ特徴があります。伊方では,地震の多発地帯

であり,中央構造体に近い,淡水の取得の困難性が

中心で,東海では再処理施設と近接し,都市に近い

こと,福島では集中立地がいわれています.

本誌 こうした主張に対して国の立場は
'堀内 具体性に欠く,観念的なものが多いと感じ

ています。国としても,原子炉は放射性物質を生み

出しますし,潜在的危険性は承知しています。しか

し,事故の起きやすさと危険の大きさ, この績を
'スクと表わしますが, リスクの大きさで判断した場

合には|十分安全な措置を取っているわけです■原

告側は余り主張しませんが, どのエネルギT源を使

うか,と いうことも含めてリスク|ベネフィ,卜 の

観点から選択されることが必要です。フ不ムッヤン

報告では原子力発電所の危険性はいん
`jの

落下によ

る危険性と同程度であるとされています。「しき tl

値"に しても,一応ll:民側が主張する「しきい値が

ない」という考えに立って自然放射線のレヽ ルの変

動中程度に抑えるようやらているわけですね。原子

炉にトラブルはあらても,公衆や環境に影響ほ与え

た 例はあ りません (温排水の熱的影響は11産省の管蟷そあり,

枚射能に関する以外原子炉規制法の対象外とのこと)。   '

本誌 海外では,住民側が勝訴した例も出てttる
ようですが, 日本の訴訟への影響は

'
堀内 国情も違いますし,安全審査のやり方もぃ
ろいろですから直接どうこうはないと思います。

アメリカではパーモント・ヤンキー・ ミ,ドラン
ドで判決が出ていますが,環境保護法に定められた

環境調査を行なっていなtヽ, ということでした。こ

れは,手続き的に不十分ということであって,原子
炉安全そのものを問題にしたわけではないと思いま

す。西独ではディールで,原子炉圧力容器につしヽて

「 m00万分の 1でも危険性があればだめだ」として

反対派もびっくりした,という報道もありました。

このあとのグラフェンフインフェルトの裁判では逆

の判決が出ていますが,ブィール判決のもとになぅ
たルドフィスハーフェンにある BASF社の炉に関
する原子力安全委員会の報告を間違って引用したと

聞いています。この点については原子力安全委|が

「少し違う」と言及しています。裁判所の判断が技

術面でどこまで確信をもってぃたが,少し疑間に思

っています。 (文責 編集部)

11
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